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GXを実現するエネルギーソリューションF E A T U R E D  A R T I C L E S

GX×DX×マネージドサービスを活用した
カーボンニュートラルの取り組み支援

籏谷 広司｜Hataya Koji

阪倉 一成｜Sakakura Kazunari

竹越 健斗｜Takekoshi Kento

小国 薫｜Oguni Kaoru

近年，企業経営においては，脱炭素化，エネルギーコストの高騰，労働人口の減少といったさ
まざまな課題への取り組みが求められている。日立はこうした課題に対し，Lumadaモデルを活用
してエネルギーとファシリティに関する業務プロセスのトランスフォーメーション支援ならびにカーボ
ンニュートラル対策支援を進めている。また，エネルギーに関する設備運用・設備保守・資産管
理の負担を軽減するマネージドサービスを通して企業の「コア事業（本業）強化」に貢献するこ
とをめざしている。
本稿では，Lumadaモデルを活用した複数の拠点・エリアにおけるエネルギー利用高度化に加え
て，設備管理業務の高度化など顧客のコア事業を支える業務にアプローチして，企業価値向上
の支援を行う施策について，具体事例と将来の展望を紹介する。

1. はじめに

現代の企業経営を取り巻く課題は多岐にわたるが，こ
れらの諸課題は下記の三つに大別されると考える。
（1）経済課題
地政学的リスクによりエネルギーコストが不安定とな
り，事業活動ならびに事業利益に大きな影響を及ぼして
いる。
（2）環境課題
カーボンニュートラル推進は，現在，事業活動上避け
ては通れない課題であり，メリット／デメリットではな
く，事業リスクとして捉えるべき事案となっている。
（3）社会課題
維持管理要員や投資の不足から，バブル期以降に建設
されたエネルギー関連設備の効率改善や更新が進んでい
ない。

しかし，こうした課題に対してそれぞれ場当たり的に
対応しても，継続的かつ抜本的な解決を図ることは難し
く，全体を最適化し，包括的かつ継続的に解決・支援し
ていくためのイネーブラー※1）が必要と考える。

2.  顧客の企業価値を向上させる
カーボンニュートラル施策の考え方

カーボンニュートラル対策の支援を始めるにあたり，
日立はその方向性・方針を明確に見える化するために理
想のあるべき姿（ToBe）や実現ポートフォリオ，ロード
マップを策定し，顧客との合意のうえでその後の計画進
捗のモニタリングを実施している。こうした活動は長期
にわたるため，Lumadaモデルを活用した継続的な支援
を行っていく。

※1） ビジネス領域において，他社のビジネスが成長するうえで不可欠なイン
フラ基盤の一部として機能し，後方支援をする立場のこと。
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2.1

日立カーボンニュートラル2030に向けた
ソリューションブロック

「ポートフォリオ設計（コンサルティング）」では，カー
ボンニュートラルに向けた施策を「減らす」，「創る・調
達する」，「オフセットする」の三つの手段に分類のうえ，
それぞれをどの割合で施策を積み上げていくか目標値を
設定する。
このプロセスをより効果的に進めるため，顧客のエネ
ルギー需要特性に応じた「型」を設定し，カーボンニュー
トラルを支援する個々のソリューションをブロックのよ
うに組み合わせることにより，迅速かつ柔軟に解決を支
援する（図1参照）。
ソリューションブロック活用のモデルケースは以下の
とおりである。
（1）減らす：DX（デジタルトランスフォーメーション）
×GX（グリーントランスフォーメーション）のマイクロ
グリッド型エネルギー供給サービス
ポートフォリオ達成の手段の一つである「減らす」の
事例として，茨城県日立市内の隣接する日立グループの
4事業所で，「DX×GXのマイクログリッド型エネルギー
供給サービス」を2023年度後半より稼働予定である。ガ
スコージェネレーションで発電した電力を4事業所で利
用するとともに，電力発生時の排熱を工場のクリーン
ルーム空調に活用する。エリア全体の最適化により，単

独事業所の対策と比較してより効率的なエネルギー利用
が可能となり，複数拠点（4事業所）のCO2排出量が全体
の約15％，年間約4,500 t※2）削減される見込みである。
本サービスは，エネルギー関連企業やファイナンス関連
企業などとの異業種コンソーシアムを活用し，各事業所
（需要家）はエネルギー設備を「所有」から「活用」に変
更することによって設備運用・設備保守・資産管理に関
する負担を軽減できる。またDXを活用してエネルギー設
備および運用のさらなる最適化をめざしていく。
（2）創る：再生可能エネルギー発電設備と自己託送制度
を利用した多拠点エネルギーマネジメント
ポートフォリオ達成の手段の「創る」については，太
陽光発電設備の導入が一般的であるが，発電する供給サ
イトと電力を消費する需要サイトが必ずしも同一拠点に
はないケースも多い。こうした顧客に対して，日立は再
生可能エネルギーと系統監視制御システム，AI（Artifi cial 
Intelligence）などを活用し，自己託送制度を利用した複
数拠点事業者向け多拠点エネルギーマネジメントの検討
を開始している。
そのパイロットモデルとして，日立の研究開発グルー
プ鳩山サイト（埼玉県）に設置する太陽光発電設備で発
電した電力を，鳩山サイト内で自家消費しつつ，余った
電力を同国分寺サイト（東京都）に送電するシステムを

減らす

省エネルギー・
マネジメント

プロセス改革など

再生可能
エネルギー
自家消費，
再生可能
エネルギー
電力調達

証書・クレジット

創る・調達する

オフセットする

 K ：マネージドサービス化
 A ：エネルギーマネジメント
B：老朽機器更新
・ LED化
・アモルファストランスに更新
・コンプレッサー更新
・ポンプ更新
・高効率空調機更新ほか

 C ：熱利用効率向上
    （水素／合成メタン導入検討含む）

 D ：再生可能エネルギー自家消費
（オンサイト）
・太陽光発電導入など

 E ：再生可能エネルギー自家消費
（自己託送）

F：オンサイトPPA 
G：オフサイトPPA
　　（フィジカル／バーチャル）
H ：電力小売再生可能エネルギー
メニュー

I：再生可能エネルギー証書購入
 J ：オフセットクレジット購入

・大量の電力消費
・電力に特化（熱利用なし）
・ IT製品に特化

顧客の型（3イニシアチブ）

電力多消費型
（データセンター）

・電力×熱
・老朽ユーティリティ設備
・設備管理負担

製造拠点型
（多拠点型）

・電力×熱
・設備管理負担
・複数拠点のエリア集合
・共通ユーティリティ

エリア型

ポートフォリオ設計（コンサルティング）

カーボンニュートラルブロック（A～K）の組み合わせ

図1｜ポートフォリオ設計
顧客のエネルギー需要特性に応じて，個々のソリュー
ションブロックを組み合わせて提供する。

注：略語説明
LED（Light Emitting Diode），PPA（Power Purchase Agreement）

※2）日立製作所の試算による。
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2024年3月から運用開始する。これにより，国分寺サイ
トで発生するCO2排出量を2030年度までに2010年度比
で実質75％削減1），※3）することをめざしている。
このように，電力需要特性および有効設置スペースが
異なる場合に，それぞれのエネルギー事情に合わせて多
拠点でエネルギー利用することで，全体最適化を図るこ
とができる。また，今後は複数の供給元と需要先を組み
合わせた「N拠点：M拠点」で複数の拠点間の電力融通
をめざすことで，個々の事業所単拠点では難しかった
カーボンニュートラルを実現していく。

3.  エリアマイクログリッドでの
エネルギー地産地消システム

2020年に発表された日本政府の2050年カーボン
ニュートラル宣言を受け，日本各地で「ゼロカーボン宣
言」を行う地方公共団体が増加している。
このような背景の下，2020年2月にゼロカーボン宣言
を行った福島県双葉郡大熊町と株式会社日立パワーソ
リューションズは，2022年10月11日，「下野上スマートコ
ミュニティ整備事業に係る事業実施協定書」を締結した。
本事業で導入予定のシステムは，メガソーラー発電シ
ステム・蓄電池システム・電力を需要家に届ける自営線・
全体を最適に制御するグリッドコントロールシステムで
ある。大熊町大野駅前を中心とした下野上エリアに再生
可能エネルギー由来の電気を供給し，エネルギーの地産
地消システム構築を支援する。
本事業を通じて，大熊町がめざす地産の再生可能エネ
ルギーを活用したゼロカーボンタウンの実現に貢献する
（図2参照）。

4.  カーボンニュートラルに向けた
エネルギートランスフォーメーション

4.1

水素，メタネーションの動向と日立の取り組み

2050年のカーボンニュートラル社会実現に向け，日本
でも再生可能エネルギー比率の増加，さらに余剰再生可
能エネルギー電力を使った水素の導入（P2G：Power to 
Gas）が本格的に検討されるようになってきた。業界各
社やコンビナート，港湾地域においても，各社それぞれ
の強みや地域性を生かしながら連携し，水素を「造る」，
「運ぶ」，「貯める」，「使う」のサプライチェーンを構築す
る動きが活発になっている。
日立は，その中でも「造る」，「使う」領域における水
素と合成メタンに着目し，水素については低コスト水素
製造および水素バリューチェーンの構築に向けた高電圧
水電解・水素系統制御技術，ガスタービンやガスエンジ
ン水素混焼案件のエンジニアリングに注力している。水
素の利用形態の一つである合成メタンについては，国内
ガス業界の目標である「2030年に合成メタン1％，2050
年に同90％導入」に貢献するために，バイオメタネー
ションに注目し，事業化に向けて検討している。P2G全
体システムの中核を成す水素と合成メタンのキープロダ
クツを提供するとともに，アセットライフサイクルマネ
ジメント，サプライチェーンマネジメント，カーボン
ニュートラル価値の取引といったOT（Operational 
Technology），ITを併せて提供していく考えである（図3
参照）。

※3） CO2削減に向けたその他の取り組みや，省エネルギー機器の導入なども含
んだ効果。

蓄電池設備

自営線

産業交流施設

複合社会教育施設

商業施設

住宅施設

メガソーラー

グリッドコントロールシステム

図2｜ 福島県双葉郡大熊町「下野上スマート
コミュニティ整備事業」のイメージ図

メガソーラーで発電した再生可能エネルギーを大熊
町大野駅前を中心とした下野上エリアの各需要家
に自営線で供給する。グリッドコントロールシステムお
よび蓄電池設備によりエネルギーの地産地消システ
ム構築を支援する。
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4.2

水素を活用した熱利用のカーボンニュートラル実証

企業のCO2排出量内訳は大きく電気起因・熱起因の二
つに分けられ，カーボンニュートラル達成のためには再
生可能エネルギー電力などの活用で達成可能な電気起因
のCO2削減のみならず，熱起因のCO2排出量を削減する
必要がある。ここでは，水素を用いた熱利用のカーボン
ニュートラル事例について紹介する。
環境省の「2022年度（令和4年度）二酸化炭素排出抑
制対策事業費等補助金」を活用し実証を行うA社グルー
プにおけるCO2排出量は電気起因のものが50％，熱起因
のものが50％であり，カーボンニュートラル達成のため
には熱起因の改善が必要となっている。これを踏まえて，
A社グループでは将来十分量が供給されると想定されて

いる水素を用いて熱利用のカーボンニュートラル実証を
計画した。再生可能エネルギー電力で製造したグリーン
水素を水素ボイラーおよび燃料電池に使用してコージェ
ネレーションシステムを構築し，高効率運用を図る。さ
らにインバランス対応として，水電解装置による電力吸
収と燃料電池による電力供給のEMS（Energy 
Management System）による制御実証を実施する予定で
ある（図4参照）。
将来的には日立が導入予定の発電設備と燃料電池・水
電解装置を組み合わせ，電力インバランスを最小化する
ことで，熱利用のカーボンニュートラルに加え，電力の
安定化に寄与する計画である。日立はA社グループに対
し，カーボンニュートラル達成に向けたロードマップ作
成や設備導入などを支援し，長期にわたるエネルギー

バイオマスプラント，
下水処理場

モニタリング／故障予知／
最適運用制御／保守サービス

水電解装置最適制御
（系統連系考慮）

モニタリング／故障予知／最適運用制御

CH4／CO2分離

工場など CO2分離

CO2

CO2

H2 H2

CH4 CH4

CH4

CO2

排ガス

蓄電池

送電 水電解装置 需要家

需要家

（1）P2Gビジネスのコアプロダクト
（水電解装置， メタネーション装置）

（2）SCを含んだマネジメント， aaS化
（3）CN/GHGのトレーサビリティ，
　　  価値化， 需給調整， 最適運用
（4）ガス取引市場への最適提案H2圧縮

再生可能
エネルギー電源

電気

メタネーション

圧縮または液化

電気電気 電気

バイオガス
（CH4 60 ％， CO2 40 %）

需給調整／最適運用マネジメント
CNガス， CO2トレーサビリティ／グリーン証明

事業展望

図3｜水素・合成メタンP2Gシステムの構成
余剰再生可能エネルギーを用いて水電解装置で水素を製造し，さらにメタネーションと合わせて水素・合成メタンをいずれ
も供給する。需要情報を基にシステム全体の最適なエネルギーマネジメントを行う。

注：略語説明
P2G（Power to Gas），SC（Supply Chain），aaS（as a Service），CN（Carbon Neutrality），GHG（Greenhouse Gas）

余剰インバランス：水電解装置運転

ボイラー
補給水

蒸気

加温

電力

燃料電池

水素
ボイラー

電力
水素

水素タンク水電解装置

再生可能
エネルギー
電力

不足
インバランス

余剰
インバランス

不足インバランス：燃料電池運転

系統電力
EMS

図4｜ 熱利用のカーボンニュートラル実証を
実現するシステムの概要

太陽光パネルで発電された電力は水電解装置を経
て水素を生成し，タンクに貯蔵する。
貯蔵した水素はインバランス状況に応じて，水素ボイ
ラー，または燃料電池へ供給し，熱利用のカーボン
ニュートラルまたは電力安定化を図る。

注：略語説明
EMS（Energy Management System）
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パートナーとして貢献する所存である。また，ここで培っ
たノウハウを生かし，カーボンニュートラルを命題とす
る他の企業とも協創を図っていく。

5. プロセス改革＆マネージドサービス

カーボンニュートラルの取り組みにおいてはデジタル
を活用した連続的なモニタリングに加え，分析と検証を
繰り返しながら継続的に推進することが求められる。設
備は経年により減価（劣化）するが，データは増価（価
値化）していくことから，プロセス（オペレーションや
保守）に関しての改革を生み出すと考える。

5.1

設備管理業務のマネージドサービス

ここでは，食品を扱う流通小売業であるB社に対して，
設備管理業務のトランスフォーメーションを行うソ
リューションを提供した事例を紹介する。B社では，（1）
保守業務煩雑さの解消と保守コスト低減，（2）カーボン
ニュートラル化の推進といった設備運用上の課題を抱え
ていた。

これに対し，日立は以下の二つのシステムをワンパッ
ケージで提供することを提案した。
（1）設備管理システム
設備の保守窓口を一本化し，データの入力から管理ま
でを日立が担うことで設備管理業務を高度化する。
（2）予兆診断システム
冷凍・冷蔵設備のエネルギーと稼働状況の遠隔監視お
よび予兆診断を行い，予防保全による保守コスト低減，
冷凍・冷蔵設備の突発故障による店舗営業への影響対策，
冷媒漏洩早期検知によるカーボンニュートラル化を推進
し，同時に食品廃棄ロスを低減する。
今後は，10店舗からスタートした「予兆診断システム」
を，全100店舗へ多拠点拡大するとともに，マネージド
サービスとしてのエネルギーとファシリティのデータ活
用を進める。具体的には，設備の最適更新計画立案や投
資判断，予兆検知・稼働データおよび故障の統計傾向を
考慮したメーカー選定や店舗設計などの応用的データ活
用形態が挙げられる。
設備管理業務の高度化とカーボンニュートラルを両輪
で推進することで，顧客の社会・環境課題を解決すると
ともに，データ活用による新しい価値の提供を進めてい
く（図5参照）。

厨房設備 空調設備 冷蔵・冷凍設備

入力代行

設備台帳

更新計画

修理履歴

点検履歴

日立オペレーションセンター

異常
予兆

予兆診断
システム

設備管理
システム警報

故障

X社 Y社 Z社

遠隔監視・予兆診断

閲覧・計画・決裁

故障・修理履歴

本社・設備管理部

各店舗

設備管理のシステム化と予兆診断により保守管理業務を高度化

保守業務の煩雑解消，保守コストの低減，カーボンニュートラル化の推進

間接人件費：約25 ％／年削減※），設備投資・保守コスト：約15 ％／年削減※）

課題

解決策

成果

・設備管理のシステム化により保守管理業務を高度化
・冷凍機の遠隔監視と予兆診断により，保守コスト低減とカーボンニュートラル化を推進

図5｜B社における設備管理業務のマネージドサービス提供事例
B社における運用上の課題とそれに対する解決策・成果を示す。解決策として，「設備管理システム」と「予兆診断システム」
をワンパッケージにて提供した。

注：
※）成果は，日立製作所によるシミュレーション値である。
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また，多拠点に同様の仕組みを施すことにより，設備
管理システムなどのIoT（Internet of Things）だけでは
なく，予備部品や維持管理人員などさまざまなリソース
プラットフォームを確立し，企業全体に新たなメリット
を創出できると考えている。さらには他の顧客も含め，
企業の垣根を越えた多拠点を束ねるリソースプラット
フォームとしていくことで，メリットシェアも大きくな
ると期待される。

6. おわりに

企業を取り巻く商環境が厳しさを増し，コア事業強化
のためにリソース投資を集中しなければならない中，
カーボンニュートラル対策を含め，コア事業を支える業
務（エネルギー設備や管理業務）を企業内で抱えるべき
かどうかを検討すべき時期に入っていると考える。
日立は，これらの業務を包括的かつ継続的にアウト
ソーシングし，「所有」から「活用」に変えていくこと
で，顧客のコア事業経営に貢献することをめざしている。
また，GX（グリーン電源，省エネルギーなど）とDX

（エネルギーマネジメント，アセットマネジメント，IoT
など）を掛け合わせることで，顧客の企業価値向上に貢
献していく。

執筆者紹介
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日立製作所 エネルギー事業統括本部 
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